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1. 緒言    ナイロンは，成形性および強靭性に優れ

た高分子材料であり，幅広い分野で使用されている。

これまでに，放射線グラフト重合とそれに続く官能基

導入反応によって，ホウ素と選択的にキレート形成す

る N-methyl-D-glucamine（NMG）基をもつホウ素吸

着材が作製されてきた。基材として，ポリエチレン被

覆ポリプロピレン繊維
1)
，ポリエチレン製不織布や多

孔性中空糸膜
2)
，およびセルロース製微粒子

3)
が採用

された。本研究では，ナイロン繊維に NMG 基を固定

し，実用性に優れた新規ホウ素吸着材を作製した。さ

らに，市販のキレートビーズと吸着性能を比較した。 

2. 実験 1) キレートナイロン繊維（NMG fiber）の

作製  NMG fiber の作製経路を Fig. 1 に示す。ま

ず，ナイロン繊維に電子線を照射し，グリシジルメタ

クリレート（GMA）をグラフト重合して GMA fiber

を得た。ここで，基材に対する重量増加率をグラフト

率（dg）とした。つぎに，GMA fiber を 0.2 M NMG

溶液に浸漬して，NMG fiber を得た。GMA fiber のエ

ポキシ基から NMG 基へのモル転化率（x）を重量増

加から算出した。また，導入された NMG 基のモル数

を NMG fiber の乾燥重量で割ることによって，NMG

基密度 [mmol/g] を算出した。 

2) ホウ素溶液の流通  dg 73％，x 72％の NMG  

fiber（約 0.11 g）をカラム（内径 5.5 mm）に充填し

（高さ約 12 mm），150 mg-B/L（pH 7.0）のホウ素

溶液を空間速度（SV）10 ~ 100 h
-1
の範囲で変えて

流通させた。比較のため，市販のキレートビーズ（ダ

イヤイオン CRB05，三菱化学（株）製）を同様にカ

ラムに充填し，ホウ素溶液を流通させた。 

3. 結果および考察 1) NMG fiber の物性   モル

転化率は反応時間の経過に伴って増加し，5 時間で最

終モル転化率（72%）に達した。十分に強度のある 

NMG fiber（dg 73％，x 72％）が得られた。このと

き，NMG 基密度は 1.5 mmol/g であり，市販ビーズ

のそれ（2.2 mmol/g）の約 70％に相当した。 

2) ホウ素吸着特性の比較  NMG fiber および市販

ビーズの充填カラムに，ホウ素溶液を SV 20 h
-1
で流

通させたときの破過曲線を Fig. 2 に示す。 NMG  

fiber 充填カラムの動的吸着容量（流出液中のホウ素

濃度が供給液中のそれの 10％に達するまでの吸着容

量）は 2.0 mg-B/mL-bed となり，市販ビーズ充填カ

ラムに比べて 2 倍の値となった。 NMG fiber は市販

ビーズよりも NMG 基密度が小さいにもかかわらず，

動的吸着容量が高くなった。 

 SVを変化させて得られる動的吸着容量をFig. 3に

示す。どちらの吸着材でも，SV の増加とともに動的

吸着容量が減尐した。 

3) NMG fiber の酸耐性の評価  吸着したホウ素を

0.5 M H2SO4 を使って溶出させたとき，溶出率は

100％であった。NMG fiber を用いて吸着と溶出を 3

度繰り返しても,平衡および動的吸着容量は一定であ

った。ナイロン繊維を基材としたキレート繊維が酸耐

性があることが示された。 
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